




Acquiring Intercultural Competency through Deep Active Learning 

































ーニングの 3 つの深さ、すなわち、深い学習、深い理解、深い関与（松下, 2016）と、Engestrom（1994）








2．学習サイクルの 6 ステップとディープ・アクティブラーニング 
 本プログラムを構成する 2 つの柱となる、学習サイクルの 6 つのステップと、ディープ・アクティ
ブラーニングについて述べる。 
 
2.1 学習サイクルの 6 ステップ 
 Engestrome（1994）は、6 つのステップを示して学習を理論化した（表１）。 
 
表 1 Engestrom（1994）による学習サイクルの 6 ステップ 
1 動機付け 学習者が今までの知識では解決できない問題に直面し、興味や意識を喚起される 
2 方向付け 問題解決に必要な仮説を立て、解決に向けて学習活動を開始する 
3 内化 問題解決に必要な知識を習得する 
4 外化 獲得した知識を適用して問題解決を試みる 
5 批評 外化した結果、知識の限界が見つかり、解決策の再構築を行う 
















































注目すべきは、知識の中に「深い理解と文化的知識（Deep understanding and knowledge of culture）」が
含まれていることだろう。知識・理解とスキルは補完関係にあり、スキルを使って知識・理解を深め













図 1 Deardorff Pyramid Model of Intercultural Competence 
 
5．研究の目的と方法 
本報告では、2018 年 4 月から 2019 年 1 月の 1 年間の活動を通して、参加者はプログラムから何を
得たのか、ディープ・アクティブラーニングは行えたのかを質的に探究する。1 年間の活動は表 2 の
とおりである。本活動は、短期大学 2 年次の卒業研究ゼミとして通年で行われた授業である。 
 
表 2 1 年間の活動内容 
時期 内容 学習ステップ 
春学期 オリエンテーション 動機付け・方向付け 
 文献購読 内化 
 テーマに対する中間発表 外化 
夏休み 交流活動（台湾 9 日間） 外化・批評・内化 
秋学期 最終レポート作成 外化・批評 














今回の対象者は、プログラムを受講した学生 6 名のうち、調査協力依頼に応じた 3 名の女子短期
大学 2 年生である。それぞれの海外渡航経験と 2018 年 4 月時点での英語力は、表 3 のとおりであ
る。参加者には事前に調査の趣旨と内容を書面で説明し、署名をもって研究協力の承諾を得た。 
 
表 3 参加者の海外滞在経験と英語力 
参加者 海外渡航経験 英語力 (TOEIC) 
学生 A 1 年間の留学経験あり 867 
学生 B 短期渡航経験あり 555 














ラスター解釈のインタビュー音声は、協力者の了解を得て IC レコーダーに録音した。 
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6．結果と考察 






6.1 学生 A 
 学生 A は、1 年の英語圏への留学経験があり、高い英語力を持っていた。どちらかといえば大人し
い性格で、人との関りは苦手と発言している学生であった。クラスター分析の結果、「多様性の理
解」「将来に必要な力」「行動」「楽しむ・興味」の 4 つのクラスターが検出された。 
 
 















































6.2 学生 B 


































も醸成されていた。これは学生 A で見られた、効果的な学習サイクルであろう。 
  













6.3 学生 C 
 学生 C は、海外渡航経験がなく英語力もあまり高くなかったため、1 年間の活動の中心である台湾
研修に対しての不安が非常に強かった。自分に自信が持てず、新しいことに対する一歩がなかなか踏
み出せない性格であった。クラスター分析では、「異なる環境への拒否」「相手との関わり」「異文化
での行動」「異文化への適応」の 4 つが検出された。 
 
 






































ましい内的・外的変化（Desired Internal / External Outcome）が見られた。また、「1 年間の活動で自分の
考える幅が広がった。やっぱり色んな考え方があるって思ったし、相手にわかってもらえるように努
力するようになった」からは、視野の広がりや、相手への敬意（Respect）が見られた。 
 学生 C は、環境に適応するまでにやや時間がかかり、その間の葛藤が見られた。ここには英語力も
影響しており、コミュニケーションの積極性と共に、言語力の重要性にも気づいていた。また、「考え
すぎないで動いた方がよかった。やってみてわかった」という発言にもみられるように、行動するこ




6.4 3 つのケースの総括 
 3 つのケースを通して、プログラムから得られたものは何か、ディープ・アクティブラーニングは
行われていたのかを質的に考察した結果を、3 つのポイントで述べたい。1 つ目は、1 年間の活動を
通して参加者に異文化間能力とメタ認知力が醸成されたことである。Deardorff（2006）で示された、


































力育成プログラムを通して、参加者は何を得たのかについて 3 名の PAC 分析を基に探求した。その結
果、1 年間の活動を通して参加者に異文化間能力とメタ認知力の醸成が確認された。異文化間能力の
中でも、異文化間能力の基盤である Required Attitude（Respect, Openness, Curiosity and Discovery）の習
得は、どの参加者にも確認された。海外滞在が初めでであった学生 C にははっきりとは確認できなか








異文化間能力を伸ばすことは可能であることがわかった。今後の課題を 2 点あげる。1 点目は、効果
的な内省の方法を探ることである。今回の研究でも内省活動の大切さが浮きぼりとなった。振り返り
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This paper describes what participants acquired through an intercultural communication program. This one 
year program consists of three phases (pre-training, oversea training, post-training) and it is designed based 
on a deep active learning framework. PAC (Personal Attitude Construct) analysis is applied to investigate the 
change and improvement of the participants. The results indicate that the participants acquired intercultural 
competency, especially the required attitude, which includes respect, openness, curiosity and discovery. 
Moreover, the gained the metacognitive ability to monitor their behavior and analyze their experiences.   
85ディープ・アクティブラーニングを含む異文化理解プログラムから得たものは何か
